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英語で書く 

 
天満（1998, 17） 

主題となるものを、自分でまず徹底的に考
えること。つまり、自分は何を言うべきか、
それは言うに値することか、それを人にわ
かるように明確に表現しうるか、を自分で
考え抜くこと。そのうえで書き始めること 
 

  パラグラフ・ライティング 



大井(2008a, 92) : 

 

説得力を増す文章を書くためには自分の主
観のみの感想から読み手に理解されるよう
より客観的な言説へと持っていく力が必要
になってくる。 

  

  クリティカル・シンキング 
 



読解力向上に関する指導資料 
―PISA調査(読解力)の結果分析と改善の方向―   

(文部科学省, 2005)  

テキストを単に読むだけでなく、テキストを利用
したり、テキストに基づいて自分の意見を論じた
りすることが求められている。 

 

大井(2008b, 176) 
問題文として出されたテキストを正確に読んだ上
で、そのテキストの内容に基づいて、それを根拠
として、自分の意見を表現する、ということが求
められている 

 



英語で書く 

パラグラフ構造を知り利用する 

クリティカル・シンキングを身に着ける 

自分の意見を表現する 

 

 

 

英語を始めたばかりの中学一年でどんなラ
イティング活動をすべきか 



本実践報告の概要と目的 

教科書で使用したリーディング教材を利用し、生徒
が自ら興味を持って取り組める身近なテーマを選び、
調べたことをライティングし、その後、それをプレ
ゼンテーションするという2つのプロジェクトを行っ
た。そしてそれらのプロジェクトを通して、生徒が
自らの気づきや学習に対する振り返りを行った。 
本実践報告では、これら２つのプロジェクトが生徒
の気づきや学習に対する振り返りにどのように影響
を及ぼすのか、また生徒の動機づけにどのように影
響するのかを調査することを目的とする。 



参加者および学習背景 
・私立女子中学校1年11名 

 付属小学校からの内部進学者3名 

  小1より週1時間外国語活動 

  音声中心だが、単語を読む活動も入れている 

 外部から9名(公立小学校卒） 

  小5より週1時間外国語活動 

  音声中心 

 

・私立女子中学校1年カリキュラム 

 週6時間、内1時間はALTがphonicsやチャンツをする 

 使用テキスト：New Treasure 1, New Horizon 1(適宜） 



 

方法 
 



振り返りシート 
プロジェクト1ではプロジェクト終了後、プロジェクト2で
は、第10時と第12時終了後にきにゅうさせた。 

・何について調べたか 
 

• 調べた資料は何か 
 

• 調べる時に工夫したことは何か 
 

• 英語で書くときに工夫したことは何か 
 

• 英語で書いた感想 



質問紙調査 

•本プロジェクトにより内発的動機づけがあ
がるかどうかを調べるために、内発的動機
づけに関する質問項目(4項目）をプロジェ
クトの前後に行った。 

•4件法 

•あてはまる（4点）あまりあてはまる（3
点）あまりあてはまらない(2点）あてはま
らない(1点） 

 
 



質問紙 

•今まで知らなかったことがわかるよう
になると、うれしいから英語を勉強し
ます。 

•楽しいから英語を勉強します。 

•新しいことを学ぶことがすきだから英
語を勉強します。 

•勉強をして、いろいろなことを知るこ
とがおもしろいから英語を勉強します。 
 

 



プロジェクト 

•プロジェクト1 

 「伝記を書こう」 

  動詞の過去形 

  個人活動 

 

•プロジェクト2 

 「今と昔物語」 

  There is/are～now  

  There was/were～then  

  グループ活動 



プロジェクト1 「伝記を書こう」 
• reading 教材 

 Alex’s Lemonade 

   （New Treasure p. 126-5 ) 

• writing 材料 

 動詞の過去形, および時を表す副詞(句）(in 1980, 
 on August 1, 2004, at the age of 3)を使って、事実
 を表現する  

 

 

自分の関心のある人について調べ英語で伝記を書き発表する
自分の思いを含む・・・She/He was great because ~ 

個人活動 



Process (Project 1) 

•第1時 教科書のテキストを読む 

•第2時 目標を示し、テーマの選択（図書
     館）をする 

•第3時  資料収集しworksheet 1を作成する 

•第4時 モデルを提示し、読む 

•第5時 原稿を書く 

•第6時 原稿を書き、PCで精書する 

•第7時 リハーサル、発表、講評 

 
 



worksheet 1 
•   

1. Date of birth 

• ________________________________________________________________ 

1. Place of birth 

• ________________________________________________________________ 

1. At the age of (     ) 

• ________________________________________________________________ 

• At the age of (     ) 

• ________________________________________________________________ 

• At the age of (     ) 

• ________________________________________________________________ 

1. She/He was great because 

• ________________________________________________________________ 

1. Date of death 

• ________________________________________________________________ 

1. Place of death 

• ________________________________________________________________ 

 



 

 

 

 

 

伝記を書こう 



プロジェクト2「今と昔物語」 
• reading 教材 

 Mansfield ―― Yesterday and Today 

   （New Treasure p. 162-3 ) 

• writing 材料 

 There is/are～ now とThere was/were～
 then  を使ってあることの現在と過去を比較描
写する 

   

 

学校およびその付近の今昔について調べ、発表する 

グループ活動 



Process (Project 2) 

•第1～２時  テキストを読み、worksheet 2を作る 

•第３時   目標を示し、modelを提示し、読む 

•第４時   テーマの選択（図書館） 

•第５時   テーマの決定 および資料収集 

•第６～７時 worksheet 3の作成、原稿を書く 

•第８時     原稿を書く 

•第９時     原稿の校正、リハーサル 

•第10時    第１回発表、原稿の校正 

•第11時    原稿の校正、リハーサル 

•第12時    第2回発表、講評、原稿の清書(個人） 

 

 



worksheet 2 
  
  

昔 今 

町にいるもの、あ
るもの 
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

町の様子 

  
  

  
  
  
  
  
  

  



worksheet 3 
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Kitami-----Yesterday and Today 

 
YESTERDAY TODAY 



 

 

 

 

今と昔物語 



（生徒の振り返りから） 

調べる時に工夫したことは何か 

•プロジェクト １ 

•本を何度も読み返したこと 

•資料に書いてあったことをすべて書かずに一部
だけ書いたこと 

•オードリーのすごいところはどこか 

•ディズニーは有名なことがたくさんあったので、
それらをうまいようにまとめたこと 

•自分がすごいなと思ったことを書きだして、そ
の中から選んだ 
 

 

 



（生徒の振り返りから） 

調べる時に工夫したことは何か 

•プロジェクト ２ 

•細かい部分までちゃんと見た 

•「世田谷区」という大きなくくりから喜多見に
ある文化遺産を探すこと 

•インタビューは何が、大切なことか考えた。 

•喜多見という本は分厚くいろんなことが書いて
あるので一番大切なものだけを取り出すこと 

 

抽象的な言葉→具体的な言葉 
 

 



（生徒の振り返りから） 

英語で書くときに工夫したことは何か 

•プロジェクト １ 

•自分のわかる単語をたくさん使ったこと 

•スペルはしっかり辞書で確認した 

•英語に変える時にごちゃごちゃにならな
いようにした 
 



（生徒の振り返りから） 

英語で書くときに工夫したことは何か 

•プロジェクト ２ 
•読む側の人にわかりやすく書くこと 

•文の並べ方 

•文のつなぎ目に気を付けた 

•自分がちゃんと伝えたいことを完璧な英語にす
ること。 

（清書後） 

―スペルを間違えないようにした(4人） 

―ピリオドなどがついているか確認した 

―英文の語順に気を付けた 
 



（生徒の振り返りから） 

英語で書いた感想 

•プロジェクト １ 

•（自分で書いたものが）すらすら読める
ようになった 

•難しかったけど、辞書を使って、一つ一
つの単語を調べたりするのが、面白かっ
たです。この日本語はこういう英語であ
らわされるんだと思ったりもしました。
皆の前で発表した時は、とても緊張しま
した。 
 



（生徒の振り返りから） 

英語で書いた感想 

•プロジェクト ２ 

•とても難しかったが、英語で書くことによって、
自分の知っている単語が増え、わからない単語
の読み方もわかりました。 

•どのようにしたらしっかり文をつなげるかを考
えた。 

•しっかり意味が分かる文章にした。 

•少し英語を覚えることができた 

•グループでしたことによって、できないことが
できたり、わからない事がわかるようになった 



（生徒の振り返りから） 

英語で書いた感想 
(清書後） 

―みんなで協力してできたので、すごく楽し
かった 

―すごくやったかいがありました 

―三人で協力して、英文を書いたりしたので、
楽しかったし、面白かった 

―いっぱい英語を書いたから、難しいスペルや，
わからなかったスペルがあったけど、書いてい
くうちにわかるようになったし、書けるように
もなった。 

―学校につぃてよくわかりました。 
 



第２回発表後に共有した生徒の感想 

(プロジェクト２） 
•文を自分たちで考え出すことが難しかった 

•図表を用いたのがよかった 

•発表がハキハキしていた 

•声が大きくてよかった 

•内容にあった絵があった 

•さまざまな内容を調べていた(ほかの班） 

•文の構成 

• 言いたいこと 

• 例 

• まとめ(言いたいこと） 



プロジェクト２において 

 書く作業をはじめてからの多読の感想 

•たくさん知らない言葉がでてきた 

•知らない単語がたくさん出てきた 

•過去形 

•基本的にわかりやすい単語がたくさんあったので、
内容を早く理解することができました。 

•今まで気づかなかったけど一つ一つの単語が過去
形になっていることに気が付くことができた 

•わかりやすい単語ばかりだったので話の内容を早
く理解することができた。 

•わからなかった単語がわかるようになった 



結果 

•事前 平均14.00 

•事後 平均15.27 

•t(10) = 1.39, p = .20 

 

有意な差は見れなかった。 



まとめ 
動機づけの向上には効果は見られなかったが、生
徒の気づきや学習の仕方に対する振り返りには 

 発表することで読み手を意識してライティン
 グすることができた 

 読み手にわかりやすくするために、パラグラ
 フの組み立てに気づいた 

 個々の単語をよく観察するようになった 

という気付きがあった。 

➤２年生からのライティング、またリーディング
へこれらの振り返りが活用できるのではないだろ
うか。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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